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平成２７（２０１５）年度 跡見学園女子大学生の
「国語・コミュニケ シーョン関するアンケ トー調査」の結果分析と考察























調査結果 調査対象総数 １３６ 人
有効回答数（率） １０３ 人（７５．７％）
無効回答数（率） ０ 人（０．０％）






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 の両方の意味 ２ （１．９％）
 他の意味 ２ （１．９％）


































































































 の両方とも使う ０ （０．０％）
 のどちらも使わない ２０ （１９．４％）

























 の両方とも使う ０ （０．０％）
 のどちらも使わない ２８ （２７．２％）
























 の両方とも使う １ （１．０％）
 のどちらも使わない ３２ （３１．１％）
























 の両方とも使う １０ （９．７％）
 のどちらも使わない １３ （１２．６％）
 分からない ８ （７．８％）
〔問２５〕慣用表現について（３）「いやがおうにも／いやがうえにも」（文化庁「国語調査」より）
―１６４―
Ｓｅｒｖｅｒ／コミュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１６・Ｂ５／藤本／１３５‐１６９　国語・コミュニ　田中　Ｅ
無回答 １ （１．０％）
＝跡見女子大学生は、「心配や不安を感じ、表情にだすこと」を伝えるときに使う表現は、「眉を
ひそめる」で、半数近くの学生が使っている＝
跡見女子大学生が「心配や不安を感じ、表情に出すこと」を伝える表現は「眉をひそめる」で、
４９．５％と半数近くの学生が使っている。辞書などで本来の慣用表現とされるのは「眉をひそめる」
であるから、跡見女子大学生の多くは本来の言い方を使っていることになる。文化庁の全国国語
調査では、「眉をひそめる」が４４．５％、「いやがうえにも」も４４．５％で、どちらもはぼ半数ずつの
人が使っている結果が出ている。跡見女子大学生は全国に比べて５ポイント多い学生が本来の慣
用表現を使っている。
〔問２６〕慣用表現について（３）は、「眉をひそめる／眉をしかめる」の使われ方をグラフ化し
たものだが、これを年齢別に見ると、本来の言い方とされる「眉をひそめる」の割合は２０代、４０
代、７０歳以上で４割台後半となっているのに対し、１６～１９歳と６０代で３割台後半となっている。
一方、「眉をしかめる」の割合は５０～６０代で他の年代より高く５割前後となっている。これを見
ると、「眉をひそめる」と「眉をしかめる」が年代によって上下しており、割合も拮抗している
ので、全国的には両者が混在して使われているというのが実態ではないだろうか。広辞苑（第６
版）によれば、「眉を顰（ひそ）める」の意味は「心中に憂い危ぶむことがあって顔をしかめる、
または、他人の忌わしい行為に対して不快に思い、顔をしかめる」ということである。「ひそめ
る」は、「不快な気持ちで眉の辺りに皺をよせる」状態であり、「しかめる」は「不快・苦痛など
〔問２６〕慣用表現について（４）は、「眉をひそめる／眉をしかめる」（前掲「国語調査」）
―１６５―
Ｓｅｒｖｅｒ／コミュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１６・Ｂ５／藤本／１３５‐１６９　国語・コミュニ　田中　Ｅ
のために、額・顔の皮をちぢめて皺をよせる」意味で、皺を寄せる部位が似ていることなどから、
混在して使われてきているのではないかとも推察できる。
【全体分析】
今回の文化庁の全国調査では、尋ねた４つの慣用表現のうち、本来の言い方ではない「いやが
おうにも」が、本来の言い方とされる「いやがうえにも」より多く選択されるという結果となっ
た。また、本来の言い方とされる「眉をひそめる」と本来の言い方ではない「眉をしかめる」は
同じ割合で使われている。跡見女子大学生のアンケートに戻れば、慣用表現への関心の薄さも垣
間見える。本来は「熱にうかされる」と言うべき表現を「熱にうなされる」と言ったり、「いや
がうえにも」を「いやがおうにも」と言ったりしているが、「眉をひそめる」では、正しい表現
を使っていることも分かった。跡見女子大学生にとっては、こうした慣用表現自体が生活の中で
縁遠い存在になって来ていることを窺わせる調査結果であった。
５．まとめ
今回の平成２７年度跡見女子大学生の「国語・コミュニケーション関するアンケート調査」では、
跡見女子大学生の「国語」や「コミュニケーション」に関する意識や考え方が様々な点で明らか
になった。以下にまとめて、結びとしたい。
）「国語の乱れ」に関する跡見女子大生の意識
今の国語は乱れていると思うかそれとも乱れていないと思うかを尋ねた結果、跡見女子大学の
学生は「乱れていると思う」の割合が６２．１％、逆に「乱れていないと思う」の割合は１６．５％であ
った。全国平均では「乱れていると思う」人は７３．２％であり、跡見女子大学生は全国平均より１０
ポイント以上もその割合が低い。同時に「乱れていない」と答えた学生の割合（１６．５％）も全国
平均（２３．５％）を下回った。一方で「分からない」と回答を留保した学生（２１．４％）が全国平均
（３．３％）よりも１８ポイント以上も多い。これは“国語の乱れ”の定義づけや判断基準が明確に
なっていないことによる“迷い”とも考えられる。
次に、跡見女子大学生の特徴は、家庭での言葉遣いに関する“しつけ”を厳しく受けてきた学
生が多いと思われる。アンケートでは、小さい時から小学生ぐらいまでの間に家庭で言葉遣いに
ついて注意されたか、注意されなかったかを尋ねた。跡見女子大学生のうち「注意された」学生
の割合（８１．６％）は、「注意されなかった」学生の割合（１５．５％）よりも６１．１ポイントも高い。
文化庁の全国国語調査の結果と比較してみると、跡見女子大学生が「注意された」割合は全国調
査の５６．１％を２５．５ポイントも上回っている。跡見女子大学生の家庭では、言葉遣いについての“し
つけ”が、全国調査と比べて厳しく行われているということが窺える。さらに家庭で誰に注意さ
れたかについては、「母親」が７３．８％で最も高く、次いで「父親」（３６．９％）、「その他の人（おじ
／友人／アルバイ先の上司／兄弟姉妹／先生）」の順であった。そして跡見女子大学生は、言葉
遣いで最も強い影響を受けた人やものについて、１）母親（４４．７％）２）テレビ・ラジオ（４３．７％）
３）友達（４２．７％）をあげた。文化庁の全国調査では「テレビ」が８１．４％で最も高く、次いで「母
親」（７２．３％）となっている。跡見女子大学生はテレビ・ラジオよりも母親の影響度が大きいこ
とが分かる。３位と４位も跡見と全国調査では結果が逆で、跡見女子大学生は父親（２６．２％）よ
りも友達（４２．７％）の方が影響度が大きく、父親の存在がやや希薄であるのが特徴となっている。
）若者に多いとされる表現の使用頻度について
今回の跡見女子大学生の「国語・コミュニケーションに関するアンケート調査」では、日常生
―１６６―
Ｓｅｒｖｅｒ／コミュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１６・Ｂ５／藤本／１３５‐１６９　国語・コミュニ　田中　Ｅ
活の会話の中で聞かれる言い方から、「わたし的には」「話とかしていました」「良かったかな、
みたいな…」「やばい」「微妙」「うざい」の６つの例を挙げて、それぞれの言い方をすることが
あるか、それともないかを調べた。それぞれの例について「よく言う」の割合を見ると、（５）「微
妙」が６９．９％、（４）「やばい」が６８．０％と６割台後半となっている。跡見女子大学生の調査結果
では「微妙」と「やばい」という言い方は「よく言う」人と「ときどき言う」人を合わせると、
共に９割以上になり、若い世代でよく使うこの２つの表現は、跡見女子大学生も使う人が圧倒的
に多い。その点では、全国的な若者層の言葉遣いの傾向と違いは見られない。これに続く使用頻
度の多い表現は「うざい」で、「よく言う」人と「ときどき言う」人を合わせると７割近くにな
る。しかし、「よく言う」人のみだと３６％ほどで、語感の強さからか、使わない学生も多いとい
う結果が出ている。
）漢字を用いた語と外来語の使用頻度について
跡見女子大学生が「カタカナ語」よりも「漢字を用いた語を使う」という言葉は、調査項目の
中では、「必要性」「合意」「優先順位」「基本計画」「技術革新」「災害予想地図」の６項目で、最
も高いのは「優先順位」（８７．４％）、次いで「基本計画」（７８．６％）、「合意」（７４．８％）であった。
一方「カタカナ語を使う」という言葉は「キャンセル」「メリット」「リスク」「スキル」の４語
で、５割以上の支持を得た言葉は、高い順に「メリット」（６７．０％）と「キャンセル」（６５．０％）
の２語であった。跡見女子大学生の場合は、格好の良さから「カタカナ語」をよく使うというよ
うな傾向は見られず、多くの項目で、「漢字を用いた語」を使う傾向が強く読み取れる。
文化庁の全国国語調査の結果でも「漢字を用いた語を使う」という言葉は「優先順位」が８９．６％
で最も高く、ほかの全ての項目においても「漢字を使う」という回答が５割を超えている。一方
全国調査で「カタカナ語を使う」という割合が最も高い言葉は「ハザードマップ」（２５．３％）で、
次いで「メリット」（１９．２％）となっている。「カタカナ語」の使用については、跡見女子大学生
も全国的にも慎重な傾向が表われ、どちらかといえば、漢語表現の方を使う傾向が強いことが読
み取れる。
）新しい複合語、省略語について
最近よく使われるとされる新しい複合語、省略語のうち、跡見女子大学生が自分で最もよく使
う語は「女子力」（６４．１％）、次いで「就活」（６２．１％）、「大人買い」（６１．２％）、「デパ地下」（５７．３％）
で、「婚活」や「イクメン」はあまり使われていない現状が浮かび上がった。本学学生の場合は、
自分たちの生活に深く関わっている言葉をネットなどで見つけ出して集中的に使う傾向が普段か
ら見られるため、性別や年齢、生活スタイルの面で縁遠い言葉には飛びつかないかむしろ拒否的
な反応さえ見せているのではないだろうか。今回の調査語については、文化庁の全国調査で使わ
れた語に準じたが、調査結果に大きなバラつきが見られたことをみると、今後こうした調査を行
う際には、調査語の選び方についても学生間で関心のある言葉を含めるなど、充分留意する必要
があることを示唆してもいる。
）慣用句の意味・言い方について
今回の文化庁の国語調査では、尋ねた慣用句のうち、２）「枯れ木も山のにぎわい」は、本来
とは違う意味とされる方が多く選択されるという結果となった。過去の調査結果（平成１６年度）
と比較すると、２）「枯れ木も山のにぎわい」では、本来の意味ではない方を選択した割合が１２
ポイント増加している。また、今回の跡見女子大学生の調査と全国調査の結果を比較すると、跡
見女子大学生は「おもむろに」と「小春日和」を本来の意味とは異なる意味で使い、「枯れ木も
山のにぎわい」と「天に唾（つば）する」という慣用句では、「分からない」という理由で、そ
―１６７―
Ｓｅｒｖｅｒ／コミュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１６・Ｂ５／藤本／１３５‐１６９　国語・コミュニ　田中　Ｅ
の使い方や意味を選択しなかった。この結果から、跡見女子大学生は、日本語としての重要な教
えを伝えられてきた慣用句には、普段の生活の中であまり接触していないか、慣用句からは縁遠
い毎日を送っていることが想像できる。この点において本学学生は、ぜひ重要な慣用句や国語の
常識的知識を身に付ける必要があると筆者は考える。
）慣用表現について
今回の文化庁の全国調査では、尋ねた４つの慣用表現のうち、本来の言い方ではない「いやがお
うにも」が、本来の言い方とされる「いやがうえにも」より多く選択されるという結果となった。
また、本来の言い方とされる「眉をひそめる」と本来の言い方ではない「眉をしかめる」は同じ
割合で使われている。跡見女子大学生のアンケートに戻れば、慣用表現への関心の薄さも垣間見
え、本来は「熱にうかされる」と言うべき表現を「熱にうなされる」と言ったり、「いやがうえ
にも」を「いやがおうにも」と言ったりしており、マスコミなどの影響もあると思われる。一方、
「眉をひそめる」では、正しい表現を使っていることも分かった。跡見女子大学生にとっては、
慣用表現自体が生活の中で縁遠い存在になってきていることを窺わせる調査結果であった。
最後に、今回筆者が行った跡見女子大学生を対象としたアンケートによる調査の分析考察につ
いては、対象となる母数の小ささや調査方法の問題、統計的処理を厳密に行っていないことなど
の諸点から、本稿は極めて限定的な解釈と分析・考察になっていることをお断りしておく。
（引用グラフ・表）
文化庁『平成２６年度「国語に関する世論調査」の結果の概要』より
問１ 国語が乱れていると思うか
問２ 家庭で言葉のしつけ
問３ 家庭で受けた言葉のしつけについて
問４ 中学生・高校生の言葉遣いの乱れについて
問５ 子供の言葉遣いに注意を与えるべき人
問６ 子供の言葉遣いに与える影響が大きい人やもの
問２２（１）「わたし的には」
問２２（２）「話とかしていました」
問２２（３）「良かったかな、みたいな…」
問２２（４）「やばい」
問２２（５）「微妙」
問２２（６）「うざい」
問２４（１）おもむろに
問２４（２）枯れ木も山のにぎわい
問２４（３）小春日和
問２４（４）天に唾する
問２５（１）（a）青田買い／（b）青田刈り
問２５（２）（a）熱にうなされる／（b）熱にうかされる
問２５（３）（a）いやがおうにも／（b）いやがうえにも
問２５（４）（a）眉をひそめる／（b）眉をしかめる
―１６８―
Ｓｅｒｖｅｒ／コミュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１６・Ｂ５／藤本／１３５‐１６９　国語・コミュニ　田中　Ｅ
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